
 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘにおけるＯＤＦ解析のパラメータ 
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概要 

 ＬａｂＴｅｘではＯＤＦ計算打ち切り条件として、パラメータが３つある。 

   Maximal Number of Iterations per Iteration Cycle 

      RP(Max) Maximal Relative Error Finishing Calculation(%) 

      dRP(Max) Max. Differential Error Finishing Calculation(%) 

      default はそれぞれ、３０，１，１に設定されている。 

   このパラメータを変えた場合、結果がどのように変わるか、アルミニウム試料で評価した。 

 

結果 

 Ａｌ材で比較すると、大きな違いは見られない。 

 しかし、確かに見かけ上のＥｒｒｏｒ値は変わる。 

 

 

最大結晶方位密度の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図の比較 
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再計算極点図比較 
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